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【科目】[ 電子工学特論 III]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

藤平 威尚

【授業目標・教育方針】
・Lagrange 形式で運動方程式を導くことができる。
・連成振動の解を求められる。
・回転軸の向きが変わらないときの剛体の運動が解ける。
・Hamilton 形式の運動方程式を立てることができる。
・前期量子論の簡単な例を理解し、量子論と Hamilton 形式の古典力学の間に密接な関係があることを理解する。

【授業概要】
ラグランジュの運動方程式を用いて、質点の運動・微小振動・剛体の運動など物理や応用物理で学習してきた力学の
内容を整理し、大学教養レベルの物理の問題が解けるように問題の解説を行う。
ハミルトンの正準方程式を導入し、量子力学の初歩を紹介する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：小出昭一郎著「物理入門コース　解析力学」、岩波書店

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：[ 電子工学特論 III]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 4 回 Lagrange の運動方程式 運動方程式と座標変換、Lagrange の運動方程式の導出
第 5 回～第 10 回 Lagrange 方程式の問題への適用 ケプラー運動、基準振動、剛体の運動
第 11 回～第 15 回 Hamilton の正準方程式と量子力

学
Hamilton の正準方程式、前期量子論
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